
天井の壁沿いにLEDの照明を這わせ、空間全体が明るい印象になるよう工夫したトイレ入口。各入口には扉が設置されており、防犯対策上、駅の始業時・終業時に駅員が開閉する運用としている。

水まわりの特長
建物の特徴
神奈川県横浜市に位置する「東急電鉄 東横線 綱島駅」は、1926（大正15）年に、観光開発を目的に「綱島温泉駅」という名称で開業。戦時中、贅沢な名称を自粛する動きもあり「温泉」という文字を外し、1944（昭和19）年に「綱島駅」と改められた。現在は、1日平均乗降人員は約82,000人（2023年度）。綱島は、東京や横浜のベッドタウンであり、駅の西側一帯にはにぎやかな商業地区、東側はバスターミナルや商店街などが並ぶ。宅地化されている北側は、自然林を多く残した綱島公園、南側には鶴見川が流れる豊かな自然に囲まれている。今後、駅東側は、再開発事業により、駅前広場の整備、新綱島駅周辺との連絡性や回遊性の向上を目的とした綱島街道横断デッキの整備などが計画されている。

トイレの特長
老朽化と全体的な薄暗さを解消するため、2024（令和6）年9月に駅構内のトイレを改修。コンセプトは「だれにもやさしい、トイレブレイクタイム ～各コーナーにスペースを設け、ゆとり感をもたす～」とした。先進的なイメージを外観のガラスで表現。清掃性と空間の明るさを向上させ、内装は木や石のような温かみのある素材を用い、視覚的にも安心と落ち着きのある空間を演出している。また、さまざまな使用者に対応できるよう、多機能トイレは、車いす使用者やお子様連れ、オストメイトなどに対応できる設備を完備。男女トイレには、乳幼児連れに配慮して、おむつ替えスペースやベビーカーが入れる広めのブースを1ヶ所設置し、多機能トイレに利用集中しないよう、トイレ全体で機能分散を図っている。

建築概要
名称	 東急電鉄 東横線 綱島駅
所在地	 神奈川県横浜市港北区綱島西1-1-8
施主	 東急電鉄株式会社
設計	 有限会社設計事務所ゴンドラ
施工	 東急技術センター株式会社
竣工年月	 （改修）2024年9月
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造・地上2階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CS2AN	
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534P
スペア付き紙巻器：YH163 R/L S
自動洗浄小便器：UFS900系／洗面器：L505
台付自動水栓：TLE25系／自動水石けん供給栓：TLK08S0*JA
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK01R1A1AND2BA
コンパクトオストメイトパック：UAS81RSB2NW
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S
フィッティングボード：YKA41R

お子様連れに配慮して、広めのブースを1ヶ所用意。ベビーチェアやベビーシート、フィッティングボードを設置している。大便器ブースの内装は、木を基調に飾り窓の意匠を設えた温もりのある空間。大便器は、床の清掃性がよく、連続洗浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を設置している。洗面コーナーには、非接触で使用できる自動水栓と自動水石けん供給栓、クリーンドライ（ハンドドライヤー）を設置。身繕いに配慮して、鏡に照明を用いた明るい洗面空間となっている。

各トイレ入口のピクトグラムは、明確な色分けとともにひと目でわかるよう大きく掲示。さらに、視覚障がい者への配慮として、器具のレイアウトがわかる触知図も設置されている。

男性トイレにも、お子様連れに配慮した広めのブースが用意され、ベビーカーが一緒に入れる広さを確保。トイレ全体で多機能トイレとの機能分散を図っている。シンプルなデザインと節水機能を両立した壁掛型の自動洗浄小便器を設置。さまざまな利用者への配慮として、1ヶ所に小便器用手すりを取り付けている。女性トイレと同様に、自動水栓と自動水石けん供給栓、クリーンドライ（ハンドドライヤー）を設置した洗面コーナー。男女トイレともに、洗面の1ヶ所に手すりを設け、さまざまな身体状況の方に配慮している。

車いす使用者やお子様連れ、オストメイトなど、さまざまな使用者に対応できる設備を完備。内装は、木や石といった温かみのある素材を取り入れ、使い心地とともに視覚的にも安心と落ち着きのある空間となっている。
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多機能トイレ 車いす使用者やお子様連れ、オストメ
イトなど、さまざまな使用者に対応でき
る設備を完備。内装は、木や石といっ
た温かみのある素材を取り入れ、使い
心地とともに視覚的にも安心と落ち着
きのある空間となっている。

男性トイレ 洗面コーナー 女性トイレと同様に、自動水栓と自動
水石けん供給栓、クリーンドライ（ハンド
ドライヤー）を設置した洗面コーナー。
男女トイレともに、洗面の1ヶ所に手すり
を設け、さまざまな身体状況の方に配
慮している。

男性トイレ 
小便器コーナー

シンプルなデザインと節水機能を両立
した壁掛型の自動洗浄小便器を設
置。さまざまな利用者への配慮として、
1ヶ所に小便器用手すりを取り付けて
いる。

男性トイレ 大便器ブース 男性トイレにも、お子様連れに配慮し
た広めのブースが用意され、ベビー
カーが一緒に入れる広さを確保。トイ
レ全体で多機能トイレとの機能分散を
図っている。

サイン・案内図 各トイレ入口のピクトグラムは、明確な
色分けとともにひと目でわかるよう大き
く掲示。さらに、視覚障がい者への配
慮として、器具のレイアウトがわかる触
知図も設置されている。

女性トイレ 洗面コーナー 洗面コーナーには、非接触で使用でき
る自動水栓と自動水石けん供給栓、ク
リーンドライ（ハンドドライヤー）を設置。
身繕いに配慮して、鏡に照明を用い
た明るい洗面空間となっている。

女性トイレ 
大便器ブース

大便器ブースの内装は、木を基調に
飾り窓の意匠を設えた温もりのある
空間。大便器は、床の清掃性がよく、
連続洗浄可能な壁掛大便器セット・フ
ラッシュタンク式を設置している。

女性トイレ 広めのブース お子様連れに配慮して、広めのブー
スを1ヶ所用意。ベビーチェアやベビー
シート、フィッティングボードを設置して
いる。
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おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CS2AN	
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534P
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水まわりの特長
建物の特徴
神奈川県横浜市に位置する「東急電鉄 東横線 綱島駅」は、1926（大正15）年
に、観光開発を目的に「綱島温泉駅」という名称で開業。戦時中、贅沢な名称を自
粛する動きもあり「温泉」という文字を外し、1944（昭和19）年に「綱島駅」と改めら
れた。現在は、1日平均乗降人員は約82,000人（2023年度）。綱島は、東京や横浜
のベッドタウンであり、駅の西側一帯にはにぎやかな商業地区、東側はバスターミ
ナルや商店街などが並ぶ。宅地化されている北側は、自然林を多く残した綱島公
園、南側には鶴見川が流れる豊かな自然に囲まれている。今後、駅東側は、再開
発事業により、駅前広場の整備、新綱島駅周辺との連絡性や回遊性の向上を目
的とした綱島街道横断デッキの整備などが計画されている。

トイレの特長
老朽化と全体的な薄暗さを解消するため、2024（令和6）年9月に駅構内のトイレを
改修。コンセプトは「だれにもやさしい、トイレブレイクタイム ～各コーナーにスペー
スを設け、ゆとり感をもたす～」とした。先進的なイメージを外観のガラスで表現。
清掃性と空間の明るさを向上させ、内装は木や石のような温かみのある素材を用
い、視覚的にも安心と落ち着きのある空間を演出している。また、さまざまな使用者
に対応できるよう、多機能トイレは、車いす使用者やお子様連れ、オストメイトなど
に対応できる設備を完備。男女トイレには、乳幼児連れに配慮して、おむつ替えス
ペースやベビーカーが入れる広めのブースを1ヶ所設置し、多機能トイレに利用集
中しないよう、トイレ全体で機能分散を図っている。

トイレ入口 天井の壁沿いにLEDの照明を這わ
せ、空間全体が明るい印象になるよう
工夫したトイレ入口。各入口には扉が
設置されており、防犯対策上、駅の始
業時・終業時に駅員が開閉する運用
としている。
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